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前号に引き続いて，COVID-19（新型コロナウイルス感染症）をめぐる看護
研究の動向について探ります。
本号では，ヘルスリテラシーの問題や国際共同研究の促進，教育の試

み，また海外の動向など，前号とはまた少し異なる視点も踏まえて考えてい
きます。まだまだ収束の兆しがみえにくいウィズ・コロナの日々 において，
コロナが浮き彫りにした問題やコロナによって難しくなってしまったこと
は数多くありますが，同時に，この状況を逆手にとって何ができるようにな
るのかという，新たな研究の可能性を考えるのも重要なテーマです。これ
からの議論に向けた契機としていただければと思っています。

『看護研究』編集室

本特集の各原稿は，主に2020年7～10月時点の国内外の情勢に基づいて執筆い

ただいています。その後の状況や対応等が変わっている可能性がある点につきまし

て，あらかじめご了承賜りますと幸いです。

特集

ウィズ・コロナ時代
の看護研究
COVID-19は研究にどのような 
影響をもたらしているか 2
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